　　　　　　マザーリバー・雄物川 会則　
第1章　総則

(名称)

第1条　この会は、マザーリバー・雄物川（以下「この会」という）と称する。
(事務所)

第2条　この会は、主たる事務所を秋田市に置く。
第2章　目的及び事業

(目的)

第3条　この会は、私たちの命を支える母なる川である雄物川に関して、子どもたちとともに調査事業等を行い、秋田県民および関連自治体に対して、その水質及び景観保全を呼びかけ、子どもたちに良質な水と素晴らしい眺望を引き継ぐことを目的とする。

(事業)

第4条　この会は、前条の目的を達成するため、次の事業を行う。

(1) 子どもたちとともに行う雄物川の水質及び景観保全に関する調査・提案・啓発事業

(2) その他この会の目的を達成するために必要な事業
第3章　会員
(入会)

第5条　この会は、目的に賛同して入会した個人及び団体を会員とする。
2 会員として入会しようとするものは、入会申込書により申し込むものとする。
(会費)

第6条　会員は総会において別に定める会費を、納入しなければならない。

(会員の資格の喪失)

第7条　会員は、次の各号の一に該当するに至ったときは、その資格を喪失する。

(1)　退会届を提出したとき。

(2)　本人が死亡し、又は会員である団体が消滅したとき。

(3)　継続して2年以上会費を滞納したとき。

第4章　役員等
(種別及び定数)

第8条　この会に次の役員を置く。

(1)　会長　　　　　　　　

(2)　副会長　　１名以上3名以内

(3）監事　　　 1名以上3名以内
(選任等)

第9条　会長、副会長及び監事は総会において選任する。

2　監事は、会長、副会長を兼ねることができない。

(職務)

第10条　会長は、この会を代表し、その業務を総理する。

2　副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、その職務を代行する。　

3　監事は、次に掲げる職務を行う。

  (1)  会長、副会長の業務執行の状況を監査すること。  

(2)　この会の財産の状況を監査すること。

 (任期等)

第11条　役員の任期は、2年とする。ただし、再任を妨げない。

2　補欠のため、又は増員によって就任した役員の任期は、それぞれの前任者又は現任者の任期の残存期間とする。

(顧問)

第12条　会長は、役員会に諮り、本会に顧問を置くことができる。

2　顧問は、本会の重要事項等に関して、意見を言うことができる。

(事務局)

第13条　本会の事務を処理するために事務局を設置し、事務局長及び事務局員を置く。

2　事務局長及び事務局員は、会員の中から会長が委嘱する。
第5章　総会

 (権能)

第14条　総会は、以下の事項について議決する。

(1) 会則の変更

(2) 解散

(3)　事業計画及び収支予算並びにその変更

(4)　事業報告及び収支決算報告
(5)　役員の選任

　(6)　会費の額

　(7)　その他運営に関する重要事項

 (議長及び議決)

第15条　総会の議長は、その総会において、出席した会員の中から選出し、議事は、出席した会員の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の決するところによる。
第6章　役員会

(構成)

第16条　役員会は役員をもって構成する。

2　会長は必要と認めたとき、顧問に役員会への出席を求め、意見を聞くことができる。
3　会長は必要と認めたとき、事務局に役員会への出席を求め、意見を聞くことができる。　

(権能)

第17条　役員会は、この会則で定めるもののほか、次の事項を議決する。

(1)　総会に付議すべき事項

(2)　総会の議決した事項の執行に関する事項
(3)　その他総会の議決を要しない会務の執行に関する事項　

 (招集)

第18条　役員会は会長が招集し、議長は会長がこれに当たる。

第7章　資産及び事業年度
(資産の構成)

第19条　この会は、次に掲げる資産を持って運営する。

(1)　会費

(2)　寄付金品

　(3)　その他の収入

 (事業年度)

第20条　この法人の事業年度は、毎年9月1日に始まり翌年8月31日に終わる。　

附　則

1　この会則は、平成21年9月5日から施行する。

2 この会の設立当初の役員任期は、第11条第1項の規定にかかわらず、平成21年9月5日から平成22年8月31日までとする。

3 この会の設立当初の事業年度は、第20条の規定にかかわらず、平成21年9月5日から平成22年8月31日までとする。
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